


おふくわけ

篠崎健治　Kenji Shinozaki

会社員（金融）/ 神奈川県出身→福井県在住

瀬尾陽　Akira Seo

Web編集者 / 千葉県出身→東京都在住

吉鶴かのこ　Kanoko Yoshizuru

グラフィックデザイナー / 大阪府出身→大阪府在住

対話を通して、“ちょっといいこと”を共有する場

毎回異なるテーマで小さなトークイベントを開催
する「おふくわけ」は、福井の街や人の魅力を伝
えるためにスタート。偶然集まったメンバーと、
お酒を飲みながらの対話を通して、“ちょっとい
いこと”を共有する濃密な場を展開。その体験を
各地へ伝播させる仕組づくりを目指します。 

SAKASA DELI 

ひっくり返してワンプッシュで美しく盛りつけが
できる、食べて美味しい・見て楽しい「お弁当」
です。おかずが崩れないので気軽に持ち運びでき、
蓋がお皿になっているので新幹線の車内やピク
ニックなどでも食べることができます。楽しい食
事の時間を演出する、新しいお弁当の提案です。

ひっくり返ってうれしい、お皿で食べるお弁当

西原英里　Eri Nishihara

デザイナー / 東京都出身→東京都在住

下野文歌　Fumika Shimono

アートコーディネーター / 鹿児島県出身→京都府在住

鈴木康洋　Yasuhiro Suzuki

工業デザイナー / 千葉県出身→東京都在住

FOODIST INFORMATION

信仰や病気、異言語など、さまざまな要因から食
に障壁を感じる「食のマイノリティ」を対象に、
栄養成分・食材など「食」に含まれる情報の公開
を通して、多様な選択肢ある世界を実現します。
第一弾は、「インバウンド × 駅弁」。訪日観光客
に向けた、新たな食体験を提供します。

「食のバリアフリー」を目指すプラットフォーム

黒川照太　Shota Kurokawa

コミュニティプランナー / 福井県出身→東京都在住

山岡宏輔　Kosuke Yamaoka

デザイナー / 大阪府出身→大阪府在住

福山秀仁　Hidehito Fukuyama

ビジネスプランナー / 岐阜県出身→東京都在住

お風呂の10秒

カレンダーの分解から、「暦」「周期とひとの営み
の関係性」に着目。自分なりのペースやものとの
付き合い方を見つめ直す提案の第一弾。日々の個
人的な習慣から浮かび上がった、それぞれの身体
とものの関係を、新たな視点で楽しく考察するた
めのブック『お風呂の 10秒』を提案します。

一人ひとりのサイクルを可視化する試み

加藤正基　Masaki Kato

デザイナー / 広島県出身→大阪府在住

堀井慎太郎　Shintaro Horii

保育士 / 福井県出身→福井県在住

岸木麻理子　Mariko Kishiki

グラフィックデザイナー / 富山県出身→東京都在住

あさひるばんじょう

JR福井駅のホームに生まれる小さな食堂「あさ
ひるばんじょう」は、駅のホームでの“待ち時間”
を“楽しむ時間”に変え、食を通してその土地を
知る「ホーム食堂」の第一弾企画です。駅弁・越前
かにめしを手がける株式会社番匠本店とともに、
福井の味を楽しむ空間をつくります。

福井駅番匠ホーム店改修計画

玉村交市　Koichi Tamamura

会社員（製造業）/ 福井県生まれ→福井県在住

青木優莉　Yuri Aoki

コミュニティデザイナー / 神奈川県生まれ→神奈川県在住

木村慎弥　Shinya Kimura

建築家 / 兵庫県生まれ→京都府在住

TSUGUMI

災害時の誘導として公共空間で活用される、廣部
硬器の代表的な製品のひとつである蓄光の磁器。
その“光を蓄え、闇で放つ”特性を生かした、子
どもの安全を願うお守りです。福井の鳥「つぐみ」
をモチーフに、子どもの手にも収まる丸い形を採
用。停電など緊急時にも優しい光で寄り添います。

子どもの安全を願う気持ちと光を蓄えたお守り

倉員豪　Go Kurakazu

会社員（金融）/ 埼玉県出身→東京都在住

高橋めぐみ　Megumi Takahashi

グラフィックデザイナー / 千葉県出身→東京都在住

田中宏幸　Hiroyuki Tanaka

会社員（建築設計） / 福井県出身→大阪府在住

絵巻弁当プロジェクト

日本各地に眠る民話と郷土食にスポットを当てた、
物語体験型の駅弁開発プロジェクト。絵巻に描か
れた民話を読みすすめると、その物語に登場する
地元食材を使った弁当が現れます。郷土に息づく
物語・食・歴史を一度に味わう、新しい駅弁体験を
通して、その土地の知られざる魅力を伝えます。

新しい旅体験を提案する、物語を味わう弁当

森敏郎　Toshiro Mori

プロダクトデザイナー / 愛知県出身→愛知県在住

室谷かおり　Kaori Murotani

グラフィックデザイナー / 東京都出身→東京都在住

田中綱紀　Koki Tanaka

会社員（金融）/ 石川県出身→愛知県在住

こよみッション

「冬眠中の生きものを探そう」「八百屋さんで春を
探そう」「街にある笏谷石を探そう」「最高の変顔
を開発しよう」、自然科学、歴史、社会、アート
など多分野にわたる 1日 1つの指令（＝こよみッ
ション）が書かれた日めくりカレンダー。季節を
感じながら、楽しく学ぶきっかけを生み出します。

毎日を探検に変える日めくりカレンダー

蝦名豪紀　Koki Ebina

大学生（インダストリアルデザイン） / 青森県出身→東京都在住

中川奈保　Naho Nakagawa

会社員（広報・PR） / 静岡県出身→東京都在住

加藤洋　Hiroshi Kato

Webメディア編集長 / 京都府出身→滋賀県

　2016年秋、福井市にて開校した XSCHOOLは、次代のデザイナー

のための小さな小さな教室です。あらゆる分野・枠組みを横断し、

ものごとを再編集し、新たな価値を生み出す「広義のデザインの力」

がますます求められる社会を見据え、横断的かつ包括的な視点で、

事業やプロジェクトを共創する実践的プログラムを構築。

　福井を拠点とする分野の異なる 3 社の企業をパートナーに迎え、

さまざまなデザイン領域を横断して活躍する講師陣、プログラム

ディレクターをはじめ、事業化アドバイザー、数々のゲストやレク

チャラーに伴走いただき、約120日間にわたって、「時間」をテーマに、

ともに考え、ともにつくる「学びと実践の場」を創出してきました。

　XSCHOOLに集まった受講メンバー 24 名は、関東・関西・福井

など拠点もさまざま。またデザイナーや建築家、編集者、金融関係者、

保育士など、専門性もバックグラウンドも異なります。3名 1組の

チームで、対話と実験を繰り返しながら、福井に根づく文化や風土

を紐解き、社会の動きを洞察し、新たな事業・プロジェクトを構想。

その過程から、地域を超えた新たな関係性が生み出されています。

　この試みを通して、まだ見ぬ未来の可能性に思いをめぐらせ、地

域と人との新しい関係性を考えるヒントになれば幸いです。

講師

事業化アドバイザー プログラムディレクター

UMA /design farm 代表。文化や福祉、

地域に関わるプロジェクトを中心に、「とも

に考え、ともにつくる」を実践。グッド

デザイン賞審査委員、京都造形芸術大学

空間演出デザイン学科客員教授。

ウェブデザインやネットアートの分野を

中心に活動し、企画から実装・運営まで

ウェブにまつわる仕事を包括的に行う。

IDPW.org 正会員、2015年より多摩美術

大学統合デザイン学科非常勤講師。

無印良品にて、生活雑貨の企画デザイン、

防災「いつものもしも」のディレクション

を行う。2015年、愛知県常滑市に移住、

地元企業や常滑市とプロジェクトを進行

中。常滑焼ブランディングディレクター。

原田祐馬
Yuma Harada

GOB Incubation Partners株式会社代表

取締役。主に0→1および1→10フェーズ

での事業創出・創業支援の実績が豊富。

元プロスポーツ選手。野村総合研究所に

て新規事業開発支援を経て、現職。

萩原俊矢
Shunya Hagiwara

高橋孝治
Koji Takahashi

パートナー企業

創業 140 年を迎える業界トップシェアの

カレンダー会社。江戸時代、伊勢暦の出

版を福井藩主松平家から託されたことが

起源。企画・開発から製造・販売・物流

まで一括管理する独自の仕組みを持つ。

営業品目：カレンダー・紙製品企画・製造・

販売・綿製品・印入うちわ販売

株式会社 にしばた

山口高弘
Takahiro Yamaguchi

原田祐馬（デザイナー・UMA/design farm代表） ※講師と兼任

多田智美（編集者・MUESUM代表）
内田友紀（株式会社リ・パブリック共同代表）

実施主体 未来につなぐ ふくい魅える化プロジェクト  主宰 福井市 
協力 福井大学産学官連携本部、株式会社福井銀行、株式会社福井新聞社
運営 株式会社リ・パブリック、株式会社福井新聞社

明治 35年創業。駅弁では常に上位にラン

クインする「越前かにめし」のほか、地場

の食材にこだわった福井を代表する駅弁

事業を展開。また、四季折々のお惣菜、

冷凍米飯などの事業なども手がける。

事業品目：駅弁、オードブル、お惣菜、

お土産品、駅ナカ店舗販売、カフェなど

株式会社 番匠本店

警察紋章の日本トップシェア。セラミッ

クスの優れた特性と純金焼成技術によ

り、半永久的な製品を製作。高い技術は

もちろん、働き方としても、世代を超え

た温かい企業文化が根づいている。

事業品目：セラミックス製品、蓄光材、

点字鋲、ウォータージェット切断

株式会社 廣部硬器

XSCHOOL 01＠福井：AOSSA F-Square、中小企業産業大学校

XSCHOOL 募集説明会

PROCESS

XSCHOOL 02＠福井：加藤ビル

それぞれのリサーチやアイデアを発表。講師はもちろん、パート
ナー企業、さまざまな専門性をもつ外部見学者からのフィードバッ
クを受け、企画をブラッシュアップ。2日目には事業化アドバイザー
のレクチャーにより、事業モデルの可能性を探りました。

12/3 ,4

XSCHOOL 03＋トークイベント＠福井：加藤ビル

福井、福岡・八女で活躍するゲストを招いたトークイベント「地
域を編み、育てる事業をつくる」を開催。地域の魅力を活かして
事業をつくる 3人の活動から新たな視点を得ることができました。

XSCHOOL 04＠福井：加藤ビル

各プランの進行を共有するためプレゼン & 講評を実施。より具体
的なプロトタイプをつくるチーム、リサーチ段階のチームもあり、
進捗はそれぞれ。事業化アドバイザーの山口氏によるレクチャー、
また、講師による面談を通して、より具体化していきました。

2017.1/8,9

XSCHOOL 05＠福井：加藤ビル、中小企業産業大学校

XSCHOOL 07＠東京：TAM 東京オフィス

最終発表に向けたリハーサルとして、チームごとにプレゼンテー
ションと講評を実施。プレゼン内容や方法、事業展開、プロトタ
イプに至るまで、講師・プログラムディレクターより指摘を受け、
その場でブラッシュアップのための打ち合わせを進めました。

XSCHOOL 06＠大阪：UMA+MUESUM 事務所

11/11,12,13

2016.9 /24,25,26

12/18

1/28 ,29

2/12,3/4

2 /19  13:30-18:00
XSCHOOL 発表会 @ 東京：東京ミッドタウン・デザインハブ
ゲスト：林千晶（ロフトワーク共同創業者、代表取締役）

3 /11  13:30-18:00
XSCHOOL 発表会＠福井：福井新聞社 風の森ホール
ゲスト：塩瀬隆之（京都大学総合博物館 准教授）、ドミニク・チェン（株式会社ディ
ヴィデュアル共同創業者 /NPO コモンスフィア理事）

02 06
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07
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「45分で知る福井のまち !」講師：高島健、細川善弘（福井新聞まちづくり企画斑）、夜の

まち歩き：西尾佳高、坂田守史（ふくい片町青年会）、前田浩貴（丸山晴之建築事務所）、

朝のまち歩き：藤川明宏（福井市立郷土歴史博物館学芸員）

ゲスト講師：岡田佳奈美（GOB Incubation Partners株式会社）

ゲスト講師：山口高弘（GOB Incubation Partners株式会社 代表取締役）

ゲスト：白水高広（株式会社うなぎの寝床 代表取締役）、内田裕規（HUDGE co., ltd.代表）、

牛久保星子（クマゴローカフェオーナー、株式会社舎家代表取締役）

各自のアイデアを企画書にまとめ、各プランの進行を面談形式で
共有、講評を実施。プログラムディレクターで編集者の多田氏に
よる企画書づくりに関するレクチャーを通して、それぞれのプラ
ンをより魅力的に伝える言葉、手法について考えていきました。
ゲスト講師：多田智美（編集者/MUESUM代表）

運営メンバー：Re:public Inc. [内田友紀、白井瞭]、UMA/design farm[ 原田祐馬、西野亮介]、MUESUM[ 多田智美、永江大]、

新山直広（TSUGI）、石原藍、編田博子、髙橋要、菊地琢真　　記録撮影：片岡杏子（写真）、長谷川和俊（映像）

オリエンテーションの後、まずは舞台となる福井のまちを知るた
め、福井新聞まちづくり企画班・高島氏、細川氏によるレクチャー
を受講。その後、初日、2日目にわたって 3社のパートナー企業の
製造工程を見学し、社長や社員の方からも理念や展望、抱える課
題をヒアリングしました。また連日、福井に暮らす方々を交えた
懇親会、夜と朝のまち歩きなどを通して福井への理解も深めてい
きました。最終日には、濃密な 3日間を振り返った、講師陣による
座談会の後、3 人 1 組のチームに分かれ、気づきを共有。お互いの
視点を楽しみながら、アイデアの種を見つけていきました。

9/24＠東京/co-lab 西麻布　9/25＠大阪 /スタンダードブックストア心斎橋　9/26＠福井/CRAFT BRIDGE

XSCHOOLでは、これまで 3人 1組の 8チームがそれぞれ新たなプロジェクトを立ち上げるべく、試行

錯誤してきました。フォーマルな場はもちろん、インフォーマルな場での関係性づくりを重視したプロ

グラムを構築。また何事も楽しみながら学び、失敗を恐れず、挑戦できる環境を整えました。


